
協定留学近況報告書 

記 入 日 2022年 10月 30日 

留 学 先 大 学 ヨーク・セント・ジョン大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2022年9月－2023年6月 

明 治 大 学 で の 所 属 情報コミュニケーション学部 情報コミュニケーション学科 

学年（出発時本学での学年） 学部 3年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学生に準

備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

現地大学の HP や、留学報告書、ネットで調べて情報を得ていた。また、ロンドンに住んでいる友人がいるので、現地のこ

とや、日本から持ってきた方がよいものなど、リアルな情報を得ていた。学校との事務的な手続きで分からないことがあれ

ば、メールして聞いた。丁寧に回答してくれるので、分からないことがあれば聞くのがよいと思う。 

個人的には、イギリスの気候についての知識が不足していた。渡航した 9月では、日本はまだ夏だが、イギリスはすでに秋

のような気温であり、長袖必須である。また、乾燥しているからか、渡航当初は気候への適応に苦労し、風邪を何度か引

いた。気候が少し変わることに注意して、準備をすると良いと思う。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：student visa 申請先：ビザ申請センター 

ビザ取得所要日数：2週間ほど 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：合計 142138 円(IHS:80198 円、VISA61940

円) 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポート、CAS(入学許可証)、ビザ申請書、IELTSの結果 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

１． CAS を入手する 

２． どのビザを申請するのか調べる 

３． GOV.UK でビザ申請をする、料金の支払い 

４． ビザ申請センターを予約する 

５． 必要書類のアップデート 

６． ビザ申請センターに行き、指紋や写真の登録 

７． 郵送で受け取り 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

なかった。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

特になかった。困ったことがあったら、国際連携事務室に聞くか、ネットで調べた。 

  



Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

携帯とお金調達については、家族と話し合うなどして決めておくとよい。SIM カードはどこにでも売っているので、SIM を解除

するのを忘れないようにするとよい。また、カードは複数枚持っておくのを強くお勧めする。私はマンチェスター空港に着い

て自販機を利用しようとした際に、使い方が分からずクレジットカードが自販機に飲み込まれてしまい、即刻利用停止にせ

ざるを得ないということが起きた。何が起こるかわからないので、カードを複数枚持っておくのと、もしカードや携帯など貴重

品をなくしてしまった時の対応策を事前に考えておくことをおすすめする。 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 JAL、エミレーツ航空 

航空券手配方法 
各航空会社の HP 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 マンチェスター空港 現地到着時刻 12:00 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配

の出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 2時間ほど 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

マンチェスター空港に大学からのお迎えのバスが来る。自分の飛行機の着く時間に合わせて、バスに乗りたい時間をアン

ケートで事前に回答する。少し余裕を持つとよいと思う。 

大学到着日 9月 17 日 17 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 大学からのアンケートに答える。いくつかの選択肢を提示される。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

特にトラブルなく、スムーズに入寮できた。 

  



3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 9月 20 日～25日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 参加必須の留学生向けオリエンテーションでは、留学生交流会や、現地での生活、図書館や

大学メールなど施設についての説明がされた。 

任意参加のオリエンテーションでは、大学の人がヨークの街や近くのスーパーマーケット、大学

の教室などの設備を紹介するツアーや、留学生向けの言語サポートのワークショップが行われ

た。また、前の学生が残していった生活用品を無料でもらえたり、古着を買えたりする機会も設

けられた。さらに、イギリスで大手のＨＳＢＣという銀行の担当者が大学に来て、口座開設するこ

とができた。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 9月 26 日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

ＢＲＰの受け取り(大学で受け取る) 

→ＶＩＳＡ申請の時に支払ったので、現地での支払いはなかった。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

前述のＨＳＢＣで開設した。オリエンテーション期間にオンラインで申請して、デビットカードは郵送される。新学期は銀行開

設する学生が多くなるので 1 週間ほど時間がかかった。また、家族から送金してもらうために、wise というオンライン送金

サービスを利用した。オンラインで利用手続きできる。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

購入していない。ＶＩＳＡ申請の際にもらったＳＩＭカードを、日本で使っていた携帯に入れかえて現地で使用している。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（7 月 1日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

履修できる授業の一覧がメールで送られて、そこから自分の取りたい授業を、アンケートのようなものに回答する。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

変更できる。日本と同じように、最初はお試し期間がある。      

  



 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
起床 起床 起床 起床 起床             

8:00 
準備 準備 準備 準備 準備             

9:00 
Creative 
Approaches to  
Service 
Marketing(lecture) 

Events 
Tourism(lecture) 

      洗濯 Tourism Insight and 
Industry(workshop) 

旅行・遊
びなど 

旅行・遊
びなど 

10:00 
                        Tourism Insight and 

Industry(workshop) 
            

11:00 
Creative 
Approaches to  
Services 
Marketing(seminar) 

Events 
Tourism(seminar) 

            Tourism Insight and 
Industry(workshop) 

            

12:00 
Creative 
Approaches to  
Services 
Marketing(seminar) 

Events 
Tourism(seminar) 

昼食 昼食 昼食             

13:00 
昼食 昼食 勉強 勉強 勉強             

14:00 
勉強 友達とのんびり                               

15:00 
                                          

16:00 
                                          

17:00 
                                          

18:00 
                                          

19:00 
夕食 夕食 夕食 夕食 夕食             

20:00 
自由時間 自由時間 自由時

間 
自由時
間 

自由時間             

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
就寝   就寝     就寝   

  
就寝   
  

就寝     就寝   
  

就寝   
    



Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

○留学先大学 

キャンパスは決して大きいとは言えないが、その分コンパクトにまとまっており、移動は容易に行える。カフェや学食もあり、

特に休み時間には多くの学生でにぎわっている。図書館も 24時間空いており、いつでも利用することができる。 

また、学習相談などができる一人ひとりに割り当てられた tutor 制度や、メールなどの対応も厚く、生徒に対するサポート

が整えられていると実感する。 

○授業 

明治の授業スタイルとは異なり、1つの授業に対して lecture と seminarがある。Lectureは教授による講義だが、seminar

では生徒間や教授との対話と中心に授業が行われる。意見を求められることが多々ある。常に思考することを求められ

大変ではあるが、大きな学びになっていると感じている。 

また、学部は関係ないので、幅広く履修することができる。次の学期は学びたいこと＋普段学べないことで履修を組もうと

考えている。 

○寮 

日本人４人と、韓国人 1 人の計 5 人で、キッチン、トイレ、シャワーを共有して生活している。生活習慣など、似通ってい

る点が多くあるため、おおむね住みやすいと感じている。大学から徒歩数分で着くため、通学に最適といえる。 

○生活全般 

ヨークの街は、治安が良く、人々の雰囲気も温かい。中心部にはショッピングできる店や飲食店が多くあり、歩くだけで楽し

むことができる。また、ヨークは地理的に好条件であることから、ロンドンやスコットランド、マンチェスターなどに簡単に旅行

することができる。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

海外での生活が不安と思う人もいると思いますが(私もそうでした)、意外と何とかなります。2 週間もすれば現地の生活に

慣れて、日本との違いを楽しめるようになれます。よく言われることですが、海外に行くことで日本のことを再認識すること

ができたり、他の国の人との文化の違いを知ることができたりして、新鮮な体験ができます。また、日本では気づけなかっ

た自分の姿も知ることができて、かけがえのない経験になっていると実感しています。もし、留学に行くことを迷っている人

がいたら、勇気をもって一歩踏み出してほしいと思います。人生の糧になるはずです。 

 


